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令和８年度当初予算案



元気なまちづくり・ウェルビーイング実感予算

桑名市では「みんなで支え合うまちづくり」を進めている。令和８年度当

初予算は、本市に暮らすすべての人が、元気な「桑名市」の成長が感じられ

る「元気なまちづくり・ウェルビーイング実感予算」で

ある。

人口減少対策・
出生数増への取組

重点プロジェクト
３つのミッション

「時代の変化に対応した
行政」への変革

「誰一人取り残さない
社会」の実現

「安定した財政基盤」の
確立

2



令和８年３月議会の主な議案

総額 ６１６.６億円

・令和７年度当初予算と比べて▲４５．７億円（▲６.９％）

予算額   （前年度比）
一般会計 ６１６.６億円（ ▲ ６.９％ ）
特別会計 ３０６.８億円（ ＋  ２.５％ ）
企業会計 ２０４.３億円（ ＋ ２０.３％ ）
総計  １,１２７.７億円（ ▲ ０.３％ ） 

各会計当初予算の規模

令和８年度一般会計当初予算
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※端数処理を四捨五入により、増減率の計算は千円単位で、行っていることから、
総数と内訳の計等が一致しない場合があります。



令和８年３月議会の主な議案

条例の制定および改正
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〇桑名市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定
＞乳児等通園支援事業の実施に必要な運営に関する基準を定めるため、
条例を制定する。

〇桑名市宿泊施設誘致促進条例の一部改正
＞観光誘客の推進に向け、さらなる宿泊施設の誘致促進を図るため、
所要の改正を行う。

〇桑名市体育施設条例の一部改正
＞令和８年１０月に、ＮＴＮ総合運動公園屋内プールがオープン予定で
あることに伴い、所要の改正を行う。



令和８年度当初予算の規模

◎ 一般会計当初予算の規模

令和８年度 一般会計当初予算 ６１６．６億円

（令和７年度対比 ▲４５．７億円、▲６．９％）

当初予算規模の推移      

当初予算 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

予算額 ５２６．７億円 ５４３．７億円 ６３９．５億円 ６６２．３億円 ６１６．６億円

増減率 １．２％ ３．２％ １７．６％ ３．６％ ▲６．９％
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市税の状況
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※端数処理を四捨五入により、増減率の計算は千円単位で、行っていることから、総数と内訳の計等が
一致しない場合があります。
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「誰一人取り残さない
社会」の実現

「時代の変化に対応した
行政」への変革

・すべての人々が
ウェルビーイングを実感

・こどもまんなか施策

・ＡＩ・ＤＸの浸透

・スマートインターチェンジ
（大山田ＰＡ）の整備

・企業誘致の推進

etc etc

「安定した財政基盤」の
確立

人口減少対策・出生数増への取組

令和８年度当初予算における取組

未来への投資

etc・公共施設マネジメント ・公民連携の推進 ・ＧＸの推進

・強いインフラ整備

重点プロジェクト・３つのミッション

元気なまちづくり・ウェルビーイング実感予算

物価高騰対策 気候変動への対応（熱中症対策）

・孤独・孤立対策

・グローバル施策の推進
・女性の健康・活躍施策

・行政改革（行かない窓口） ・観光魅力創出

・保育現場充実パッケージ

・人口減少対策パッケージ

・屋内プール

・公共交通・駅周辺整備

etc

etc

市民ニーズに寄り添った施策



「誰一人取り残さない社会」の実現

➢ 「ひきこもり地域支援センター事業」の運営を公私連携保育法人に委託
し、孤独・孤立の状態にある人、ひきこもり状態にある本人や家族等を
支援し、本人の社会参加を促進する。

1,450万6千円ひきこもり地域支援センター事業費
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➢ 女性のこころとカラダに関する情報発信や女性の健康課題解決のための
講座を実施することで、市民の意識醸成を図るとともに、女性のウェル
ビーイングを応援する企業と一緒になって、女性のウェルビーイングを
推進する取り組みを行う。

592万5千円子どもの夢・未来創造事業費

151万円

➢ 子どもの体験機会の拡充を目的に、様々な授業が実施できる講師を小中
学校等に派遣する。

新

女性のウェルビーイング推進事業費



「時代の変化に対応した行政」への変革

➢ 建築行政手続におけるオンライン化・デジタル化を推進し、市役所窓口
にて開庁時間中のみ可能であったサービスを、ＷＥＢ公開することで、
来庁者の負担軽減及び利便性向上を図り、将来的に利用者自らが様々な
建築情報を積極的に活用できるオンライン窓口サービスを構築する。

➢ ＬＥＤ化が必要な公共施設および街路灯等について、価格面を考慮し施
設等設置箇所に適した器具への交換および設置後10年間の保守管理を含
んだ賃貸借契約を行う。

公共施設等ＬＥＤ化事業費

2,278万5千円

1,477万4千円
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新

新 建築行政ＤＸ推進事業費



「時代の変化に対応した行政」への変革

➢ 大規模災害発生時には、水道管の破損や断水により、応急給水が困難と
なる恐れがあり、災害発生直後から応急給水を行うため、耐震性貯水槽
の整備を進める。

耐震性貯水槽設計業務
（水道事業会計） 504万9千円

10

➢ 老朽化した水道管の耐震化を進めることで、地震による管路破損や断水
リスクを最小限に抑え、避難所などの重要施設への給水機能の維持を優
先した水道インフラの強化を図る。

新矢田二丁目ほか水道管耐震化業務
（水道事業会計） 4,642万3千円



「時代の変化に対応した行政」への変革

➢ 江場地区の下水道事業による雨水整備区域を拡大し、浸水対策の強化を
図るため、排水経路や雨水ポンプ場の計画の見直しを行う。

公共下水道雨水全体計画変更業務
（下水道事業会計） 570万円
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➢ 桑名駅西口の浸水対策の一つとして雨水排水のバイパス管設置について
検討する。

桑名駅西雨水排水調査設計業務
（下水道事業会計） 1,133万5千円



グローバル人材育成コンソーシアム
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「時代の変化に対応した行政」への変革

・グローバル人材育成、若者応援
・キャリアアップ支援
・多国籍間交流
・産業観光、研修等受入
・就労・生活環境整備
・トップセールス
・市の魅力発信、プロモーション 等

地域雇用の創出、人材の域内循環、
地域産業振興、地域経済活性化、
地域力の向上 等

【目指す姿】

人材育成に優れたまち、日本人にも外国人にも住みやすく働きやすいまち、魅力的なまち

関係人口の構築
関係性の深化
認知度の向上

持続可能な
好循環

【背景】 人口・生産年齢人口の減少、地域産業振興・地域の稼ぐ力の機運醸成、多文化共生社会の推進

産学官協働で取り組むための仕組み（コンソーシアム）の立上げ

高校生・
大学生等

地域人材

外国人留学生

外国人材

移住・定住
人口増加
生産年齢人口増加

持続可能な
好循環

国内 国外産学官が連携したくわな人材育成・循環
×地域産業振興プロジェクト



グローバル人材育成コンソーシアム

13

「時代の変化に対応した行政」への変革

➢ 市内のスーパーサイエンスハイスクール（SSH）認定校に在学する高校生
を対象に、国立陽明交通大学（台湾）が主催する半導体に関するサマー
プログラムに参加する生徒20名を募集・選考し、サマープログラムの受
入調整や渡航手続きのコーディネート等を行うとともに、参加費用の一
部を支援し、経済的負担の軽減を図ることで、対象生徒の参加機会の充
実・確保を行う。

世界を目指す若者応援事業費

企業誘致トップセールス事業費 560万4千円

新 567万5千円

新

海外プロモーション・ツアー推進事業費 949万5千円新

➢ 市長によるトップセールスを効果的に実施するため、国内外の企業や関
係機関等を訪問するとともに、企業ニーズの把握及び本市の魅力発信に
資する各種プロモーション活動を展開する。

➢ 国際交流及びインバウンドの推進を図るため、海外市場を中心とした効
果的なプロモーションを実施し、市の認知度向上・誘客促進に繋げる。



「安定した財政基盤」の確立

➢ 多度南部エリアの産業誘導ゾーン及びスマートＩＣ計画地周辺における
企業誘致の促進、スマートＩＣ計画地周辺道路の渋滞緩和、地域住民の
利便性向上、災害時の物資輸送路並びに避難経路の確保のため、スマー
トＩＣ及び一次アクセス道路である都市計画道路桑名北部東員線・都市
計画道路大山田播磨線を整備する。
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➢ 多度南部エリアの産業誘導ゾーン等に立地（増設）した民間企業に対し
て、立地奨励金及び定住促進奨励金を交付する。

1億9,681万7千円企業等誘致奨励金

スマートインターチェンジ等整備事業費 4億6,220万円



➢ 桑名駅周辺地区整備構想及び桑名駅自由通路整備に合わせ、桑名駅周辺
を再編することにより、都市機能の集積を図り、利便性・安全性の向上
及び賑わいと活力ある拠点づくりを進める。

重点プロジェクト

2,625万1千円桑名駅周辺施設整備事業費
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➢ 土地区画整理事業により道路・駅前広場・公園・下水道等の公共施設を
整備し、住環境の改善、駅西口への交通処理の円滑化を図る。

20億9,109万3千円土地区画整備事業費



➢ 移住・定住促進事業補助金の一部改正を行い、移住者に加えて、市内
在住者が住宅を取得する場合にも補助金を交付することで、多くの方
が桑名に住み続けることを後押しする。

8,110万円移住・定住促進事業費
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人口減少対策・出生数増への取組

人口減少対策パッケージ

※移住・定住促進事業補助金･･･市内に1,000万円以上の住宅を購入した方へ補助を行う

～35歳
・移住者 40万円

・市内在住者       20万円

対象・金額年齢

97件

移住者 市内在住者

303件

～45歳 移住者  60万円 ・若年夫婦加算 30万円
・市内就業者加算 10万円

対象・金額年齢

206件

市内在住者
に対象を拡大

139件

R8交付件数（見込）

R6交付件数令和
5～7
年度

＋ ＝

交付件数
(R6年度比)

約2.2倍
(見込)

・移住者： 市内に住宅を購入し、市外から転入した方
・市内在住者： 以前から市内に居住し、市内で住宅を購入した方



➢ 義務教育学校多度学園の開校に伴い、子どもたちの通学エリアが広域と
なるためスクールバスの運行を行う。

未来への投資
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➢ 令和８年度開業予定である総合運動公園屋内プール施設の開業準備及び
記念式典を行う。

1億5,072万3千円総合運動公園屋内プール施設開業準備費

2,478万8千円多度地区小中一貫校推進事業費新

新

新

➢ 本市初の施設一体型小中一貫校である多度学園において、小中一貫教育
を推進し、義務教育９年間を見通した系統性、連続性のある効果的、魅
力的な環境づくりを目指す。

多度学園スクールバス運行事業費 1,621万8千円



➢ 桑名市出身で、本市のスポーツ親善大使である、昭和を代表するマラソ
ンランナー「瀬古利彦」氏からのトロフィー等の受贈を記念して、受贈
資料のお披露目の展覧会等を実施する。あわせて市の魅力向上とスポー
ツ振興へのＰＲ、シビックプライドの醸成を推進する。

未来への投資

135万円スポーツ親善大使関係資料受贈記念事業費
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➢ 文化庁の発表により、伊勢大神楽を含む国指定重要無形民俗文化財であ
る40件が「神楽」としてユネスコ無形文化遺産提案案件として了承され
た。早ければ２年後の令和10年に審査され、代表一覧に記載される見通
しとなっている。それまでの機運醸成を図るため、市内における認知度
向上を目的にイベントを行う。

100万円伊勢大神楽ユネスコ機運醸成事業費新

新
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